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３ 要  旨 

2001年に浜通り地域で成熟期の大豆子実表面に黒点及びすじ状の模様（黒斑）が発生したため、黒斑粒
発生の原因と対策について検討した。 
(1)2002年に浜通り地方の被害調査を行い、いわき市、浪江町、南相馬市原町区で黒斑粒の発生を確認
し、黒斑粒率は最大で40％に達した。フタスジヒメハムシ成虫を確認したことと文献から黒斑粒の発生原因
はフタスジヒメハムシ成虫の食害と推定され、2003年に成虫の放飼試験を行い、莢の食害及び黒斑粒の発
生を確認した。 
(2)2005年に成虫の発生消長を調査した。黒斑の主要な発生原因である第2世代成虫の発生はそのピーク
が9月4半旬～6半旬となった。 
(3)2004年に加害状況を調査した。莢食害のピークは9月4半旬となり、成虫の発生ピークと一致した。 
(4)2005年に相馬支場内ほ場と南相馬市原町区の現地ほ場で成虫の防除試験を行った。防除薬剤はシペ
ルメトリン乳剤2000倍、散布時期は9月3半旬から6半旬、散布回数は9月3、5、6半旬の各1回と9月5、6半旬
の2回とした。1回及び2回の薬剤散布により成虫密度と被害莢率は減少したが、黒斑粒は現地の9月6半旬
1回防除では減少しなかった。しかし防除後2週間程度は成虫密度が低く推移したこと、莢食害のピークが
発生のピークと重なることから、第2世代成虫が増加し始める9月中旬の１回散布が効果的であると考えら
れた。なお、浜通り地域で少発生条件下の試験結果であるため、発生消長の異なる地域では散布時期の
検討を要する。
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